日本語学習への興味を培うことを主とした第二外国語学習用の優れた教材

―『日語課程標準』に基づいた教材『好朋友』に関する評価

北京師範大学　林洪
1.　編集理念が『日語課程標準』の要求に合致
第二外国語用日本語教材『好朋友』（以下、『好朋友』）は、『日語課程標準』が提示する感情態度、文化素養、学習ストラテジー、言語知識ならびに言語技能に基づいた「総合言語運用能力」を体現している。
2.　課程設計と漫画のストーリーの有効な結びつき

『好朋友』は、諸外国の生徒たちが大連で一緒に学び、生活を共にするというストーリー漫画を取り入れている。漫画のストーリーを取り入れることによって、生徒のコミュニケーション能力と想像力を学習過程で高めることができる。さらに、漫画の中の会話は、中国語・日本語・英語が混ざっており、非常に有効な課程設計であるといえる。この試みは、国内における同類の教材の中では初といえる。
3.　学習活動の設定と問題解決

『好朋友』の学習活動は、漫画のストーリー中の言語キーポイントと密接に絡んでおり、最も核心となるコミュニケーションの内容を提示している。また、提示された内容は、その核心となる内容だけを精選しており、他方面まで手を広げてはいない。
4. 目標達成と能力記述文（can do）
『好朋友』は、能力記述文（can do）の任務型教学に基づき、有効的に教師と生徒をコミュニケーション活動を中心とした学習活動の中に引き込んでいるだけでなく、その活動の中で自然に語彙や表現方式を身に着けることができるようになっている。
5.　異文化間コミュニケーションの実現
『好朋友』は、異文化理解を目標として設定されているため、異文化理解を含んだ多くの国の要素が提示されている。その素材は一個人から出発し、生徒に多様性・多元的な角度から異なる文化を見させ、異文化への態度や異文化間コミュニケーション能力を正確に身に着けさせている。
6. 『日語課程標準』語彙表との比較
『好朋友』中の語彙は、『日語課程標準』で提示された語彙をできる限り採用している。

上述したとおり、『好朋友』は『日語課程標準』に基づき『日語課程標準』のあらゆる要求を満たすため、大量で有効かつ創造性に富んだ内容を設定している。それと同時に、『日語課程標準』の理念も実現しており、『好朋友』は独創性に富んだ学習材料であるといえる。特に第二外国語としての日本語学習の促進にとっては、貴重で有益な試みであるといえる。
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